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地震だ！そのときあなたは…

地震発生！時間経過別行動マニュアル

そのとき

★まず,身を守る

机の下などへ

★すばやく火の始末 1～2 分 ☞★火元の確認

ガスの元栓,コンセント 火が出たら,落ち着いて初期消火

★非常脱出口の確保 ★家族の安全を確認☆靴をはく

ドア,窓を開ける 家の中はガラスの破片が散乱

出火防止・初期消火 ☞ ★避難するときは,屋根がわら･ブロ

★ろうでん,ガス漏れに注意 ック塀,自動販売機に注意

ガスの元栓,ﾌﾞﾚｰｶｰを切る 3 分 みんなの無事を確認

★消火器を使う 火災の発生を防ぐ

★バケツリレーだ

風呂の水はため置きをする

隣近所に声をかけよう ☞ ☆流言飛語にまどわされない

★隣近所で助け合う ☆避難時には車は絶対使用しない

★行方不明者はいないか ☆電話は緊急連絡を優先

★けが人はいないか 5 分 ラジオなどで正しい情報を

★大声で知らせる

★救出・救護を 10 分

★防災機関・自主防災組織の

情報を確認 数時間 協力して消火活動,救出･救護活動を

☞★水,食糧はたくわえているもので

まかなう（3日間の飲料水と食糧

の備蓄をしておく)

★災害情報・被害情報収集

★無理はやめよう

★助け合いの心が大切

★壊れた家には入らない

地震発生

３日

ワンポイント

とにかく落ち着いた冷静な行

動を！日頃から地震に備えた

心がまえを持ちましょう。

 
五
霞
町
防
災
の
日
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五
霞
町
で
は
、
毎
年
11
月
の
最
終

日
曜
日
を
「
五
霞
町
防
災
の
日
」
と

し
て
位
置
づ
け
、
各
行
政
区
自
主
防

災
会
に
よ
る
資
機
材
点
検
、
消
火
訓

練
、
救
急
救
命
法
の
体
験
、
避
難
訓

練
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
頃

の
防
災
へ
の
備
え
を
再
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　
各
行
政
区
自
主
防
災
会
の
活
動
終

了
後
に
、
昨
年
８
月
か
ら
運
用
開
始

さ
れ
た
「
特
別
警
報
」
を
は
じ
め
と

し
た
気
象
情
報
の
利
用
の
仕
方
な
ど

を
水
戸
地
方
気
象
台
の
講
師
に
よ
る

防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

を
ご
希
望
の
方
は
生
活
安
全
課
ま
で

電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

講
演
タ
イ
ト
ル

「
防
災
気
象
情
報
と
そ
の
利
用
」

「
地
震
・
津
波
災
害
の
軽
減
に
向
け
て
」

○
日
時

　
11
月
30
日
(日)

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

○
場
所

　
五
霞
町
中
央
公
民
館
講
堂

○
お
申
し
込
み

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

防
災
無
線
を
使
用
し
て
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

	

（
生
活
安
全
課
）

　
11
月
28
日
(金)
午
前
11
時
頃
に
、
防

災
無
線
を
使
用
し
て
、
試
験
放
送
を

行
い
ま
す
。

　
こ
の
試
験
放
送
は
、
地
震
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
※
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
　
ジ
ェ
イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
を
使

用
し
て
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
情
報

を
、
確
実
に
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す

る
た
め
行
う
も
の
で
す
。

※
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は
、
地
震
・

津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報

を
国
か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
活
用
し

て
瞬
時
に
情
報
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

○
放
送
試
験

　
次
の
放
送
内
容
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
３
回

○
注
意

・
五
霞
町
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国

的
に
様
々
な
情
報
伝
達
手
段
で
試

験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

・
試
験
当
日
、
災
害
発
生
や
気
象
状

況
に
よ
り
、
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

今
年
は
11
月
30
日
（日）
で
す



 
 五霞町の秋を彩る食の祭典「第９回五霞ふれあい祭り」が 11 月９日（日）に開催されます。 
「ごかりんとどきどきグルメカーニバル」と題した今回も、五霞町産食材を使った八つ頭コロッケやお

にぎりをはじめ会場でしか味わえないものが盛りだくさん！ゆっくりショーを観ながら食事も楽しめま

す。 
 食べるだけでは物足りない子どもたちは、体育館や秋空のもとでの体験型ワークショップに参加して

みませんか？無料で楽しく学べるほか素敵な賞品ももらえます。もちろん、大人の方も参加できます。 
 会場でしか買えないごかりんグッズもありますので、ぜひ、食べて楽しめる五霞ふれあい祭りにご家

族そろってご来場ください。ごかりんやかわいいゆるキャラもお待ちしています！  

○日時：11 月９日（日）9:00～14：00 ※雨天決行 
○場所：五霞中学校（グラウンド、体育館、野球場など） 
○内容  
【飲食ブースがたくさん】五霞町産食材を使ったもの、福島県や大洗からもおいしい飲食品がきます。 
【えんにちごかりん横丁】こどもたちに大人気のアニメキャラクターグッズが買えます。 
【ごかコレ・デザインコンテスト】ごかりんの衣装をデザインしよう！みんなで最優秀作品を選ぼう！ 
【体験ブースに参加しよう】「大声コンテスト」や「飛ばそう！！麦わら帽子」など。 
【動物フェスティバル、大洗水族館の移動水族館】かわいい小動物や海辺の生き物とふれあえます。 
【ショーエリア】園児や小中学生、迫力ある太鼓、よさこいなど。 
【AKB48「心のプラカード」】みんなで踊って笑顔を発信しよう！五霞音頭も踊るよ。  
 
○プチボラしよう！ 
 五霞ふれあい祭りで「五霞町を元気にする」「いろんな人とのふれあいを大切にする」身近ないいこ

と（プチボランティア）してみませんか？ 一緒に来場者を楽しませたい方、特に高校生や大学生の方

お待ちしています！  
 
○駐車場：五霞西小学校校庭、B&G 海洋センター、茨城むつみ農協五霞支店、五霞町役場 
※ 駐車場には限りがありますので、会場までの無料バスをご利用ください。 

当日は、ごかりん号が町内各地から会場の五霞中学校まで運行

します。乗車料は無料ですので、ぜひこの機会にご乗車ください。

 
○五霞ふれあい祭りfacebookページ 

 https://www.facebook.com/gokafureaifes 
 
○お問い合わせ 
五霞ふれあい祭り運営委員会事務局 
（五霞町役場政策財務課内） 
℡：0280-84-1111（内線 223） 

 

第９回五霞ふれあい祭りで秋を満喫しよう！ 
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平
成
26
年
度

（
９
月
末
現
在
）

財
政
状
況
の
公
表

9.4%

2,251万円

歳出 7,503万円

歳入

歳出

4,101万円

1億5,684万円

3億3,701万円

1億3,707万円

建物

4億3,552万円

土地

0.0%

32.6%

39,194㎡
1億7,380万円

土 木 費

そ の 他

歳入

歳出

11億9,187万円

1億4,800万円
歳入

歳出

歳入

32.1%

（特殊車両、

バス等含）企業会計
24億5,623万円

国庫支 出金

繰 入 金

繰 越 金

公 債 費

衛 生 費

農林水産業費

そ の 他

水道事業

歳入

歳出

13億1 ,421万円

合　　計

25億2,168万円 46台

総 務 費

民 生 費

車両

1,995万円

6,128万円

35億1,664万円

基金

歳出

101億938万円

歳出

43.2%

13.0%

36.0%

13.5%

介護保険事業

公共下水道事業

36.9%

後期高齢者医療

歳入

7億1,321万円

歳入

40億7,106万円

資本事業

1億550万円

1億993万円

農業集落排水事業

特別会計

0万円

収益事業

区　分会 計

353,308㎡一般会計

4億2,755万円

執行率(50 .4% )

町 税

地方交 付税

県 支 出 金

43億5 ,762万円

予算額予算額 執行額

教 育 費

歳　　出

歳　　入
収入額

予算額

21億9 ,756万円

予算額

町 債

支出額
執行率(30 .2% )

は収入額

4億2,669万円 2億2,282万円 52.2%

会　　計

国民健康保険

43億5 ,762万円
は支出額

執行率

36.8%

は予算額

は予算額

執行率

4億7,609万円

33.6%

41.4%

区分 執行額

39.9%

4億3,823万円

2億3,993万円

2億6,321万円

特 別 会 計企 業 会 計

町有財産の状況町債の状況

13億534万円
19億1,977万円

（68.0%）

0円
3億8,340万円

（0.0%）

3億1,488万円
4億6,909万円

（67.1%）

0万円
2億368万円

（0.0%）

7,222万円
3億1,668万円

（22.8%）

3億2,568万円
3億2,568万円

（100.0%）

2,237万円
4億822万円

（5.5%）

1億5,707万円
3億3,110万円

（47.4%）

1億7,174万円
3億3,315万円

（51.5%）

4,005万円
5億7,420万円

（7.0%）

1億8,761万円
4億3,959万円

（42.7%）

2億1,217万円
4億7,311万円

（44.8%）

1億9,852万円
5億3,773万円

（36.9%）

3億1,013万円
11億2,738万円

（27.5%）

7,373万円
4億8,957万円

（15.1%）

1億2,026万円
3億8,289万円

（31.4%）

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
が

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
町
の

財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ

れ
て
い
る
か
を
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
地
方
自
治
法
に
基

づ
き
年
２
回
財
政
状
況
を
公

表
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
26
年
９
月

末
現
在
の
予
算
執
行
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
一
般
会
計
の

歳
入
歳
出
予
算
額
は
、
当
初

40
億
１
，
０
０
０
万
円
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後

の
補
正
予
算
に
よ
り
３
億
４
，

７
６
２
万
円
を
増
額
し
、
43

億
５
，
７
６
２
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
予
算
額
に
対
し
て
、

歳
入
で
は
21
億
９
，
７
５
６

万
円
（
予
算
額
の
50
・
４
％
）

が
収
入
済
で
、
歳
出
で
は
13

億
１
，
４
２
１
万
円
（
同
30

・
２
％
）
が
支
出
済
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ほ
か
の
会
計
に
つ
い
て
は
、

表
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
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平
成
27
年
１
月
７
日
に
任
期
満
了

を
迎
え
る
茨
城
県
議
会
議
員
の
一
般

選
挙
が
次
の
日
程
に
よ
り
行
わ
れ
ま

す
。

〇
告
示
日
　
12
月
５
日
(金)

〇
投
票
日
　
12
月
14
日
(日)

〇
投
票
が
で
き
る
場
所

　
町
内
７
投
票
所

　
詳
し
く
は
、
投
票
所
入
場
券
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
開
票

　
中
央
公
民
館
講
堂
で
即
日
開
票
し

ま
す
。

《
期
日
前
投
票
》

　
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等

の
た
め
投
票
日
に
投
票
所
に
出
か
け

ら
れ
な
い
方
は
、
投
票
日
前
で
も
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間

　
12
月
６
日
(土)
〜
13
日

 

(土)

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

〇
期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
所

　
役
場
１
階
　
小
会
議
室

〇
お
問
い
合
わ
せ

　
五
霞
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
内
）

　
☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

 
茨
城
県
議
会
議
員

 
　
　
　
　
一
般
選
挙
の
お
知
ら
せ

　
11
月
９
日
(日)
か
ら
15
日
(土)
ま
で
の

期
間
は
「
平
成
26
年
度
秋
季
全
国
火

災
予
防
運
動
」
の
期
間
で
す
。

　
今
年
は
『
も
う
い
い
か
い
　
火
を

消
す
ま
で
は
　
ま
あ
だ
だ
よ
』
を
統

一
標
語
に
、
全
国
一
斉
に
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
空
気
も
乾
燥
し
、
火

災
が
起
き
や
す
く
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
火
災
は
自
分
だ
け
で
な

く
他
の
人
の
幸
せ
を
奪
っ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
火
災
を
未
然
に

防
ぐ
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
防
火
意

識
を
持
つ
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
も
う
一
度
火
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
家
庭
で
確
認

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

《
住
宅
防
火
　
命
を
守
る

　
　
　
　
　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

─
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
─

・
寝
た
ば
こ
を
し
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◆
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◆
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
災
製
品

を
使
用
す
る
。

◆
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

◆
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

《
消
防
団
か
ら
お
願
い
》

・
秋
の
火
災
予
防
期
間
中
、
五
霞
町

消
防
団
が
午
後
８
時
か
ら
１
〜
２

時
間
程
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
団
の

管
轄
す
る
行
政
区
を
警
鐘
を
鳴
ら

し
な
が
ら
巡
回
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
火
災
発
生
時
に
は
危
険
防
止
並
び

に
迅
速
な
活
動
を
実
施
す
る
た
め
、

現
場
周
辺
へ
の
立
ち
入
り
及
び
消

防
水
利
周
辺
へ
の
駐
車
な
ど
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　

　
生
活
安
全
課
　
く
ら
し
安
心
Ｇ

　
☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

消防団による春の全国火災予防運動の様子

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
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健康福祉まつり健康福祉まつり

9月15日 敬老の日 中央公民館にて
高齢者福祉大会・健康福祉まつりが
開催されました。
以下の方が表彰されました。

高齢者福祉大会高齢者福祉大会

五家英子歌謡ショーも盛り上がりました

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

✿男性最高長寿者・100歳到達者　
　中島 源太郎 さん（100歳）
✿女性最高長寿者
　藤 沼  い し さん（101歳）
✿長寿特別賞
　岩 田  い つ さん（101歳）
　下 田  き ん さん（101歳）
✿100歳到達者
　伊藤 千代美 さん
✿米寿（88歳）到達者……51名
✿傘寿（80歳）到達者……54名
✿金婚対象者……………12組

国保コーナーでは脳年齢測定があり、
かき氷コーナーも人気でした。

手
話
ク
ラ
ブ
と
の
コ
ラ
ボ
で
は
、

可
愛
ら
し
い
園
児
達
が
手
話
で
歌
を

披
露
し
微
笑
ま
し
い
様
子
で
し
た
。

大活躍！

まちの行事を紹介します
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９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
期

間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
９
月
19
日
に
は
、
元
栗

橋
東
京
電
力
変
電
所
前
に
て
、
境
地
区

交
通
安
全
協
会
五
霞
支
部
・
五
霞
町
交

通
安
全
母
の
会
、
境
警
察
署
の
協
力
に

よ
り
、
秋
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
交
通
安
全
の
チ
ラ
シ
と
五

霞
町
産
の
新
米
を
ド
ラ
イ
バ
ー
約
３
０

０
名
に
配
布
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

及
び
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
期
間
中
、
境
地
区
交
通
安
全
協
会
五

霞
支
部
に
よ
る
立
哨
活
動
、
五
霞
町
交

通
安
全
母
の
会
に
よ
る
広
報
活
動
に
よ

り
、『
日
ぐ
れ
時
　
キ
ラ
リ
と
光
る
反
射

材
』
を
テ
ー
マ
に
交
通
事
故
防
止
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た

　
９
月
28
日
、
境
町
中
央
公
民
館
に
お

い
て
、
境
地
区
交
通
安
全
推
進
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
内
で
行
わ
れ
た
交
通
安
全
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
で
は
、
夏
休
み

の
課
題
と
し
て
、
境
地
区
（
坂
東
市
・

境
町
・
五
霞
町
）
の
小
学
校
児
童
が
書

い
た
作
品
６
０
７
点
の
作
品
の
中
か
ら
、

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
本
町
か
ら
は
、
五
霞
東
小
学
校
５
年

生
の
常ひ

陸た
ち

由ゆ
う

麿ま

さ
ん
の
作
品
が
見
事
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、『
交
通
安
全
・
防
犯
寸
劇
』、

『
茨
城
県
警
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
』
な

ど
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

本
町
か
ら
は
、交
通
安
全
協
会
を
は
じ
め
、

交
通
安
全
母
の
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

約
50
人
が
交
通
安
全
啓
発
活
動
に
参
加

し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
境
地
区
交
通
安
全

推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
道
の
駅「
ご
か
」が
関
東
道
の
駅
ア
ワ

ー
ド
プ
レ
ミ
ア
ム
30
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
読
売
新
聞
社
主

催
に
よ
る
も
の
で
、
関
東
道
の
駅
１
４

９
駅
の
中
か
ら
特
色
の
あ
る
駅
ベ
ス
ト

30
を
選
ぶ
も
の
で
す
。
９
月
11
日
に
よ

み
う
り
大
手
町
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
た

表
彰
式
で
は
、
読
売
新
聞
社
か
ら
受
賞

の
証
と
し
て
プ
レ
ー
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
表
彰
式
と
同
時
開
催
の
物

産
展
で
は
、
ラ
ス
ク
や
ご
か
り
ん
と
う
、

ご
か
り
ん
グ
ッ
ズ
な
ど
を
販
売
し
、
大

い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

道の駅「ごか」ベスト30受賞！

◉
教
育
委
員
の
任
命
等
に
つ
い
て

　
７
月
31
日
付
で
森
田
肇
教
育
委
員
が

退
任
さ
れ
、
10
月
１
日
付
で
石
塚
和
実

氏
が
教
育
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
増
田
清
教
育
委
員
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
10
月
１
日
付
で
教
育
委
員

長
に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

篠﨑 勝 委員竹内 貴久子 委員

◉
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
10
月
１
日
付
で
竹
内
貴
久
子
氏
が
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
人
権
擁
護
委

員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
篠
﨑
勝
人
権
擁
護
委
員
に
お

い
て
は
、
10
月
１
日
付
で
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

石塚 和実 委員増田 清 委員長

優秀
賞
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夏
休
み
に
、

埼
玉
県
に
住
む

男
性
の
盲
導
犬

（
ア
イ
メ
イ
ト
）

オ
ス
カ
ー
が
刺

さ
れ
る
と
い
う

事
件
が
起
こ
り

ま
し
た
。
九
月

に
入
る
と
全
盲

の
女
子
高
生
が
、
白
い
杖
が
当
た
っ
た

と
い
う
理
由
で
蹴
ら
れ
る
と
い
う
事
件

が
川
越
市
で
発
生
し
ま
し
た
。

　
自
分
も
相
手
も
大
切
に
す
る
「
し
ず

か
ち
ゃ
ん
」
の
話
し
方
を
勉
強
し
て
い

る
五
霞
東
小
か
ら
考
え
る
と
、
相
手
の

事
（
心
や
体
）
を
大
切
に
し
て
い
な
い

と
て
も
悲
し
い
事
件
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
五
年
生
で
は
、
新
聞

記
事
（
出
来
事
）
を
道
徳
の
授
業
で
考

え
る
事
に
し
ま
し
た
。

◉�

オ
ス
カ
ー
が
刺
さ
れ
た
被
害
者
男
性

の
気
持
ち
を
考
え
よ
う
。

・ 

オ
ス
カ
ー
が
痛
み
に
耐
え
て
い
た
事

を
考
え
る
と
悲
し
く
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
何
の
罪
も
な
い
オ
ス
カ
ー
が

刺
さ
れ
て
悲
し
み
と
怒
り
が
こ
み
上

げ
た
と
思
う
。

・ 

鳴
か
ず
に
我
慢
し
て
い
た
オ
ス
カ
ー

に
感
謝
し
て
、
刺
さ
れ
た
事
に
気
づ

か
な
か
っ
た
自
分
を
責
め
た
と
思
う
。

・ 

自
分
の
目
の
代
わ
り
を
犬
が
し
て
く

れ
て
い
る
の
に
、
人
間
が
こ
ん
な
事

を
す
る
の
は
ひ
ど
い
行
為
で
、
人
と

し
て
悲
し
い
。

童児 館

こどもの

ひろば

みんなでクッキング ～南児童館～

　
月
の
行
事
予
定

11

　

●
西
児
童
館	


（84）
２
３
２
１

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 

４
日
(火)

・
ち
び
っ
こ
広
場 

７
日
(金)

・
モ
ジ
モ
ジ
大
集
合 

12
日
(水)

・
り
ん
ご
の
皮
む
き
に
挑
戦

 

19
日
(水)

・
ち
び
っ
こ
広
場 

21
日
(金)

・
避
難
訓
練 

25
日
(火)

・
手
作
り
ク
ッ
キ
ン
グ 

27
日
(木)

●
南
児
童
館	


（84）
３
４
５
６

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 

５
日
(水)

・
長
縄
跳
び
大
会 

10
日
(月)

・
ふ
り
ふ
り
バ
タ
ー 

12
日
(水)

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ 

13
日
(木)

・
み
ん
な
で
ク
ッ
キ
ン
グ 

18
日
(火)

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ 

27
日
(木)

思いやりの心で明るい社会を

盲導犬オスカー刺される
　（人権を考える）

　五霞東小学校

お 月 見 会  ～西児童館～

　
９
月
８
日
、
西
児
童
館
に
お
い

て
お
月
見
会
を
行
い
ま
し
た
。
す

す
き
や
お
だ
ん
ご
を
お
供
え
し
、

十
五
夜
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
、

「
お
月
さ
ま
っ
て
ど
ん
な
あ
じ
？
」

の
絵
本
を
見
ま
し
た
。
動
物
達
が

協
力
し
て
お
月
様
を
取
り
に
行
き
、

み
ん
な
で
分
け
て
食
べ
た
お
月
様

は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
大
好
き
な

も
の
の
味
が
し
た
と
い
う
夢
の
様

な
話
に
「
う
そ
ー
、
と
ど
く
わ
け

な
い
よ
」
と
言
い
な
が
ら
も
真
剣

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
曇
り
空
で
月
も
顔
を

出
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
翌
日
は

良
く
は
れ
て
、
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン

を
見
た
方
は
た
く
さ
ん
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
９
月
17
日
、
南
児
童
館
に
お
い

て
「
み
ん
な
で
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を

行
い
チ
ー
ズ
バ
ー
ガ
ー
を
作
り
ま

し
た
。
ひ
き
肉
を
子
ど
も
達
が
こ

ね
、
形
を
整
え
て
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー

ト
で
焼
き
ま
し
た
。
パ
ン
に
ハ
ン

バ
ー
グ
と
レ
タ
ス
と
チ
ー
ズ
を
は

さ
み
、
と
ろ
ー
り
お
い
し
そ
う
な

に
お
い
が
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
広
が

り
ま
し
た
。
口
の
ま
わ
り
に
ソ
ー

ス
を
い
っ
ぱ
い
つ
け
、
ほ
お
ば
り

な
が
ら
食
べ
て
い
る
姿
が
微
笑
ま

し
く
見
え
ま
し
た
。
食
欲
の
秋
、

ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
チ
ー
ズ
バ
ー

ガ
ー
も
あ
っ
と
い
う
間
に
完
食
し

ま
し
た
。

・ 

ず
っ
と
支
え
て
く
れ
た
オ
ス
カ
ー
が
傷

つ
い
て
い
て
と
て
も
悔
し
く
て
悲
し
か

っ
た
と
思
う
。
痛
く
て
も
自
分
の
仕
事

を
務
め
て
い
た
オ
ス
カ
ー
に
感
動
し
て

い
る
と
思
う
。

・ 

加
害
者
に
対
し
て
、
自
分
が
刺
さ
れ
た

ら
ど
ん
な
痛
み
か
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

・ 

目
が
見
え
な
く
て
も
同
じ
人
間
で
、そ
の

ア
イ
メ
イ
ト
を
傷
つ
け
る
の
は
最
低
だ
。

◉�

こ
れ
ら
の
事
件
を
通
し
て
考
え
た
事
を

発
表
し
よ
う
。

・ 

ぼ
く
は
今
ま
で
、
障
害
者
の
事
を
あ
ま

り
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
で
も
、
こ
の

授
業
を
通
し
て
、
障
害
者
に
対
す
る
態

度
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、

障
害
を
も
つ
持
た
な
い
は
関
係
な
く
、

す
べ
て
の
人
を
差
別
し
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
思
っ
た
。

・ 

ア
イ
メ
イ
ト
に
被
害
を
与
え
、
障
害
の

あ
る
そ
の
飼
い
主
に
も
深
い
傷
を
負
わ

せ
る
ひ
ど
い
事
件
だ
っ
た
と
思
う
。
世

の
中
に
は
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
電
車
の
優

先
席
、
車
イ
ス
な
ど
障
害
を
持
つ
人
に

必
要
な
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
障
害
を

持
つ
人
が
不
自
由
な
思
い
を
し
な
い
世

の
中
を
私
は
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

・ 

障
害
を
持
つ
と
い
う
だ
け
で
差
別
は
ひ

ど
い
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
犬
も

悪
く
な
い
。
も
し
私
が
同
じ
立
場
だ
っ

た
ら
、
す
ご
く
悲
し
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
障
害
を
持
つ
人
だ
け
で
な
く
、
お

じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
女

の
人
も
子
ど
も
も
、

様
々
な
国
の
外
国

人
の
方
も
、
す
べ

て
の
人
が
同
じ
大

切
な
人
間
で
、
差

別
が
な
い
す
て
き

な
世
界
を
つ
く
る

の
は
私
た
ち
だ
と

思
い
ま
す
。

※
写
真
は
す
べ
て
イ
メ
ー
ジ
画
像
で
す
。
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お
知
ら
せ

ごかのごかの
お知らせお知らせ

（№470）
住
宅
取
得
を
支
援
し
ま
す

［
定
住
化
促
進
事
業
］

 

（
政
策
財
務
課
）

　
町
で
は
、
人
口
増
加
及
び
定
住
促

進
を
図
る
た
め
、
町
内
に
お
い
て
定

住
を
目
的
に
自
己
用
住
宅
を
取
得
し

た
方
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
奨
励

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

　
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
五
霞

町
に
転
入
さ
れ
た
方
で
、
平
成
25
年

12
月
31
日
ま
で
に
町
内
に
住
宅
を
取

得
さ
れ
た
方
。

※ 

Ｕ
タ
ー
ン
の
場
合
に
は
、
五
霞
町

か
ら
転
出
後
、
１
年
以
上
経
過
し

て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

○
奨
励
措
置

　
奨
励
金
は
、
固
定
資
産
税
の
家
屋

部
分
相
当
額
の
一
部
等
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
交
付
期
間
は
、
対
象
と
な
る

住
宅
に
固
定
資
産
税
が
最
初
に
賦
課

さ
れ
る
年
度
か
ら
３
年
間
と
な
り
ま

す
。

○
交
付
申
請

　
当
該
年
度
の
１
月
末
ま
で
に
申
請

が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
申
請
は
年
度
ご
と
と
し
、

申
請
書
類
は
町
で
定
め
た
交
付
申
請

書
と
次
の
書
類
が
必
要
で
す
。

①
住
民
票
謄
本

②
建
物
登
記
簿
謄
本
（
写
し
）

③
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
（
写
し
）

④
町
税
納
税
証
明
書

※ 

奨
励
金
の
交
付
申
請
は
、
町
税

（
住
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自

動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
）
を

完
納
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

○
受
付
締
切

　
平
成
27
年
１
月
30
日
(金)
ま
で

○
奨
励
金
の
支
払
い

　
奨
励
金
の
支
払
い
は
、
当
該
年
度

の
町
税
を
完
納
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
を
確
認
し
て
か
ら
に
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
財
務
課
　
政
策
Ｇ

　

（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
が
所
得

税
の
源
泉
徴
収
と
同
じ
よ
う
に
、
従

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

（
給
与
天
引
き
）に
つ
い
て

業
員
（
納
税
義
務
者
）
に
代
わ
り
、

毎
月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個

人
住
民
税
を
差
し
引
き
（
給
与
天
引

き
）、納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

地
方
税
法
等
の
規
定
に
よ
り
、
所
得

税
を
源
泉
徴
収
す
る
義
務
の
あ
る
事

業
主
に
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
茨
城
県
と
県
内
す
べ
て
の
市

町
村
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
一
斉

に
原
則
特
別
徴
収
に
よ
り
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
徴
収
の
場
合
は
、
従
業
員
が

金
融
機
関
に
出
向
く
手
間
が
省
け
る

な
ど
、
納
税
者
の
利
便
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
。
事
業
主
の
皆
様
に
は
来

年
度
か
ら
の
実
施
に
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
及
び
介
護
保
険
料
を
普

通
徴
収
（
現
金
納
付
・
口
座
振
替
）

に
よ
り
納
め
て
い
る
方
は
、
年
末
調

整
に
添
付
す
る
納
付
証
明
書
を
各
担

当
課
に
て
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
保
険
税
（
料
）
の
特
別
徴

収
（
年
金
天
引
き
）
分
の
納
付
証
明

は
、
１
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
る
年
金

源
泉
徴
収
票
に
控
除
さ
れ
る
金
額
が

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
確
定

申
告
で
の
二
重
控
除
を
防
止
す
る
た

め
、
原
則
と
し
て
交
付
し
て
お
り
ま

せ
ん
。

※ 

給
与
所
得
の
あ
る
年
金
受
給
者
の

う
ち
確
定
申
告
の
必
要
が
無
い
方

に
つ
い
て
は
、
年
末
調
整
で
特
別

徴
収
に
よ
り
納
付
し
た
保
険
税

（
料
）
を
社
会
保
険
料
控
除
に
含

め
ら
れ
る
よ
う
、
本
証
明
書
を
交

付
い
た
し
ま
す
の
で
、
各
担
当
窓

口
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
二
重
控
除
と
な
ら
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
交
付
場
所

・
国
民
健
康
保
険
税
納
付
証
明
書

　
町
民
税
務
課
　
③
窓
口

・ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
証

明
書

　
町
民
税
務
課
　
③
窓
口

・
介
護
保
険
料
納
付
証
明
書

　
健
康
福
祉
課
　
⑥
窓
口

○
交
付
開
始
日

　
11
月
４
日
(火)
か
ら

※
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

○
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
税
務
課
　
税
務
Ｇ

　

（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

　
健
康
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
Ｇ

　

（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
及
び
介
護

保
険
料
の
年
末
調
整
用
納
付

証
明
書
を
交
付
し
ま
す
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（
産
業
課
）

　
計
量
法
に
よ
り
、
取
引
ま
た
は
証

明
に
使
用
す
る
は
か
り
は
、
２
年
に

１
回
、
都
道
府
県
の
定
期
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
で
は

次
の
日
程
に
よ
り
定
期
検
査
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
必
ず
受
検
す
る
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
地
で
の
検
査
を
希
望
さ

れ
る
場
合
、
別
途
料
金
に
な
り
ま
す

が
計
量
士
に
よ
る
巡
回
検
査
の
制
度

も
あ
り
ま
す
。

○
日
時
　
12
月
15
日
(月)

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

※ 

た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
を

除
く
。

○
場
所
　
役
場
東
側
車
庫
前

○
当
日
持
参
す
る
も
の

①
印
鑑

② 

手
数
料
（
１
台
当
り
５
２
０
円
〜

３
，
０
０
０
円
程
度
）

③
受
検
通
知
ハ
ガ
キ

④
は
か
り

（
分
銅
・
お
も
り
も
必
ず
持
参
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

 

（
町
民
税
務
課
）

　
古
河
税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
者

を
対
象
に
青
色
決
算
書
の
作
成
方
法

や
作
成
に
当
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
説
明
会
で
使
用
す
る
資
料
は
、
当

日
会
場
で
配
布
し
、
講
師
は
税
務
署

職
員
ま
た
は
税
務
署
が
依
頼
し
た
税

理
士
が
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
受
付
は
開
始
時
間
の
30
分

前
か
ら
行
い
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
古
河
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

　

（32）
４
１
６
１

※ 

自
動
音
声
に
従
い
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

は
か
り
の
定
期
検
査
を
実
施

し
ま
す

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
６
月
、
８
月
に
実
施
し
ま
し
た
、

が
ん
検
診
を
受
診
で
き
な
か
っ
た
方
、

大
腸
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
者
で
、

ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
の
う

ち
、
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
期
間

　
12
月
12
日
(金)
ま
で

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
検
診
日
　
12
月
20
日
(土)

○
検
診
会
場
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
検
診
受
付
時
間

・
胃
が
ん
検
診
を
受
け
る
方

　
午
前
７
時
〜
８
時

・
胃
が
ん
検
診
を
受
け
な
い
方

（
大
腸
が
ん
検
診
の
み
の
方
含
む
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
９
時
30
分

○
料
金

・
成
人
健
診
（
国
保
加
入
者
）

　
20
歳
以
上
39
歳 

２
，
０
０
０
円

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

（
結
核
・
肺
が
ん
検
診
）

　
40
歳
以
上 

無
　
料

・
胃
が
ん

　
40
歳
以
上
69
歳 

１
，
０
０
０
円

　
70
歳
以
上 
５
０
０
円

・
大
腸
が
ん

　
40
歳
以
上
69
歳 

５
０
０
円

　
70
歳
以
上 

３
０
０
円

・
喀
痰
検
査
（
問
診
該
当
者
）

　
40
歳
以
上
69
歳 

５
０
０
円

　
70
歳
以
上 

３
０
０
円

・
前
立
腺
が
ん
（
男
性
の
み
）

　
40
歳
以
上
69
歳 

５
０
０
円

　
70
歳
以
上 

３
０
０
円

・
肝
炎
検
査

　 

40
歳
の
方
、
41
歳
以
上
69
歳
ま
で

の
方
で
、
過
去
に
肝
炎
検
査
を
し

て
い
な
い
方 

５
０
０
円

　 

70
歳
以
上
で
過
去
に
検
査
を
し
て

い
な
い
方 

３
０
０
円

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

（84）
１
９
１
０

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
丈
夫
に
維
持
す
る
骨
（
コ
ツ
）
教

え
ま
す
。
骨
密
度
も
測
定
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

○
日
時
　
11
月
20
日
(木)

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容

・
骨
密
度
測
定
（
超
音
波
測
定
法
）

・
骨
粗
し
ょ
う
症
の
話
（
保
健
師
）

・
調
理
実
習
（
栄
養
士
）

○
定
員
　
25
名

○�

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
食
材
料
費
３
０
０
円

○
お
申
し
込
み
期
限

　
11
月
14
日
(金)
ま
で

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

（84）
１
９
１
０

　役場の代表電話は （84）1111です　

平
成
26
年
分

青
色
決
算
説
明
会

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室

が
ん
検
診
の
追
加
受
付
に
つ

い
て

対　象 開催日 開催時間 会　　場 対象地区

営　業
所得者

12月3日
(水)

午前10時～
正　午

古河市中央公民館
（古河市下大野2248） 古河市

12月5日
(金)

午前10時～
正　午

境町役場
（境町391―1）

坂東市
五霞町
境　町

農　業
所得者

12月8日
(月)

午前10時～
正　午

境町役場
（境町391―1） 全地区
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【
診
断
費
用（
個
人
負
担
）】

　
１
戸
あ
た
り
２
千
円

【
募
集
戸
数
】　
先
着
９
戸

【
お
申
し
込
み
方
法
】

　
都
市
建
設
課
に
備
え
付
け
、
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
所
定
の
事
項
を

記
入
の
う
え
都
市
建
設
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
受
付
後
、
内
容
の
審
査
を
行

な
い
、
派
遣
の
有
無
を
決
定
し
通

知
を
発
送
し
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
期
間
】

　
11
月
４
日
(火)
〜
12
月
26
日
(金)

（ 

閉
庁
日
を
除
く
。
な
お
、
募
集
戸

数
に
達
し
次
第
、
受
付
は
終
了
し

ま
す
。）

【
受
付
時
間
】

　
午
前
８
時
30
分
〜

　
午
後
５
時
15
分

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
町
で
関
係
し
て
い
る
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
助
成
は
本
制
度
の
み
で
す
。

　
派
遣
す
る
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

が
、
補
強
工
事
の
見
積
の
提
示
や
補

強
工
事
の
契
約
の
勧
誘
を
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
疑
わ
し
い
セ
ー
ル
ス
等
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
都
市
建
設
課

　
五
霞
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
推
進
室

　

（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

　11 月 30 日（日）は 五霞町防災の日です　

 

（
生
活
安
全
課
）

　
ご
み
の
不
法
投
棄
が
依
然
と
し
て

後
を
絶
た
ず
、
そ
の
手
口
は
悪
質
・

巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
は
早
期
発
見
、
早
期
対

応
が
解
決
の
第
一
歩
で
す
。

　
不
審
車
両
等
を
発
見
し
た
場
合
に

は
、
次
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
「
不
法

投
棄
１
１
０
番
」
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
不
法
投
棄
１
１
０
番
】

　

０
１
２
０
（
５
３
６
）
３
８
０

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

 

（
都
市
建
設
課
）

　
こ
の
事
業
は
、
次
の
条
件
を
満
た

す
木
造
住
宅
の
所
有
者
が
耐
震
診
断

を
希
望
す
る
場
合
、
専
門
的
知
識
を

有
す
る
「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
」

を
派
遣
し
て
耐
震
診
断
を
行
い
、
木

造
住
宅
の
耐
震
性
能
の
確
認
や
耐
震

化
の
意
識
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
で
す
。

　
対
象
と
な
る
住
宅
の
要
件
や
提
出

書
類
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
都
市
建

設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
法
投
棄
に
関
す
る
情
報
提

供
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す

 

（
生
活
安
全
課
）

　
平
成
27
年
度
版
五
霞
町
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
の
有
料
広
告
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
広
告
掲
載
内
容

　
公
共
性
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い

企
業
及
び
個
人
（
町
内
外
は
問
わ
な

い
。）
と
し
ま
す
。

○
広
告
掲
載
箇
所

「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
各
月

の
下
段
に
掲
載
し
ま
す
。

※
最
大
８
箇
所
ま
で

○
広
告
掲
載
料

　
１
枠
（
２
．
７
㎝
×
10
㎝
）

　
１
０
，
０
０
０
円

○
広
告
掲
載
原
稿

　
原
稿
は
、
掲
載
希
望
者
が
作
成
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
電
子
デ

ー
タ
に
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
方
法

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
生
活
安

全
課
に
あ
る
申
込
書
及
び
記
事
の
電

子
デ
ー
タ
を
ご
持
参
の
上
、
生
活
安

全
課
ま
で
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み
受
付
期
間

　
11
月
４
日
(火)
〜
21
日
(金)

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
。）

○
そ
の
他

・ 

申
込
み
の
受
付
後
、
掲
載
内
容
を

審
査
し
、
掲
載
の
可
否
を
申
請
者

へ
通
知
し
ま
す
。

・ 

掲
載
可
能
者
広
告
募
集
枠
数
を
上

回
っ
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

す
。

※ 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
生
活
安
全
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
生
活
安
全
課
　
生
活
環
境
Ｇ

　

（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

 

（
総
務
課
）

　
広
報
ご
か
で
は
、
毎
月
「
我
が
家

の
主
役
」
と
題
し
、
３
歳
く
ら
い
ま

で
の
お
子
さ
ま
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
な
た
の
お
子
さ

ま
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
総
務
課
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
応
募

用
紙
に
写
真
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
掲
載
は
受
付
順
と
な
っ
て

お
り
、
一
度
掲
載
さ
れ
た
方
は
見
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
秘
書
広
報
Ｇ

　

（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

五
霞
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断

士
派
遣
事
業
木
造
住
宅
の
耐

震
診
断
を
支
援
し
ま
す

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
有
料

広
告
募
集 募

　
集

我
が
家
の
主
役
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（
総
務
課
）

　
隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教
育

・
就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

◆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
堀
之
内
集
会
所

※ 

各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

（84）
３
５
９
５

 

（
産
業
課
）

　
専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
専
門
の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
11
月
12
日
(水)

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
た
だ
し
、正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

○
場
所
　
ひ
ば
り
の
里

○
お
問
い
合
わ
せ

　
産
業
課
　
地
域
振
興
Ｇ

　

（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

◆
画
像
容
量
　
４
キ
ロ
バ
イ
ト
以
内

◆
画
像
の
フ
ァ
イ
ル
形
式

　
Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式

◆
画
像
の
状
態
　
静
止
画

○
お
申
し
込
み
方
法

　
掲
載
を
希
望
す
る
月
の
前
々
月
の

末
日
（
当
該
日
が
休
日
に
当
た
る
と

き
は
そ
の
翌
日
）
ま
で
に
申
込
書
を

直
接
総
務
課
に
提
出
す
る
か
、
ま
た

は
、
郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
原
稿
の
提
出
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

　
お
申
し
込
み
受
付
後
、
内
容
を
審

査
し
可
否
を
申
請
者
に
通
知
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
秘
書
広
報
Ｇ

　

（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

 

（
健
康
福
祉
課
）

　
離
乳
食
に
関
す
る
疑
問
や
不
安
を

解
消
し
ま
せ
ん
か
？

○
日
時
　
11
月
26
日
(水)

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
午
前
９
時
45
分
受
付
）

○
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

○�

対
象
者
　
４
〜
６
か
月
児
と
そ
の

保
護
者
（
町
内
在
住
の
方
）

○�

内
容
　
離
乳
食
の
お
話
、
試
食
、

子
育
て
講
話
な
ど

○
定
員
　
10
組
（
先
着
順
）

○
お
申
し
込
み
期
限

　
11
月
21
日
(金)
ま
で

○
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
　

（84）
１
９
１
０

 

（
総
務
課
）

　
広
報
ご
か
に
掲
載
す
る
有
料
広
告

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
広
告
掲
載
内
容

　
公
共
性
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い

企
業
及
び
個
人
と
し
ま
す
。
（
町
内

外
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
広
告
掲
載
箇
所

　
「
広
報
ご
か
」
の
お
知
ら
せ
ペ
ー

ジ
最
下
段
と
し
ま
す
。

○
広
告
掲
載
料

◆
１
段
　
全
枠

　
（
縦
４
．
９
㎝
×
横
１
７
．
８
㎝
）

　
白
黒
色
　
２
０
，
０
０
０
円
／
月

◆
１
段
　
半
枠

　
（
縦
４
．
９
㎝
×
横
８
．
９
㎝
）

　
白
黒
色
　
１
１
，
０
０
０
円
／
月

○
お
申
し
込
み
方
法

　
掲
載
を
希
望
す
る
月
の
前
々
月
の

末
日
（
当
該
日
が
休
日
に
当
た
る
と

き
は
そ
の
翌
日
）
ま
で
に
申
込
書
を

直
接
総
務
課
に
提
出
す
る
か
、
ま
た

は
、
郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
原
稿
の
提
出
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
可
）

　
お
申
し
込
み
受
付
後
、
内
容
を
審

査
し
可
否
を
申
請
者
に
通
知
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
　
秘
書
広
報
Ｇ

　

（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）

広
報
ご
か
に
広
告
を
掲
載
し

て
み
ま
せ
ん
か

 

（
総
務
課
）

　
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
有
料
（
バ
ナ
ー
）
広
告
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

○
広
告
掲
載
内
容

　
公
共
性
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い

企
業
及
び
個
人
と
し
ま
す
。
（
町
内

外
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
広
告
掲
載
期
間

　
各
月
の
１
日
か
ら
末
日
ま
で
の
１

カ
月
を
単
位
と
し
、
連
続
す
る
最
長

期
間
は
、
12
か
月
と
し
ま
す
。

○
広
告
掲
載
箇
所

　
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

画
面
で
町
が
指
定
し
た
位
置
と
し
ま

す
。

○
広
告
掲
載
募
集
枠
数

　
10
枠
以
内
と
し
ま
す
。

○
広
告
掲
載
料
金
（
１
枠
）

　
１
か
月
　
１
０
，
０
０
０
円

　
３
か
月
以
上
連
続
し
て
掲
載
す
る

場
合
の
掲
載
料
金
は
、
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

（１）
３
か
月
連
続
し
て
掲
載
す
る
場
合

　
１
か
月
に
つ
き
　
９
，
０
０
０
円

（２）
６
か
月
連
続
し
て
掲
載
す
る
場
合

　
１
か
月
に
つ
き
　
８
，
０
０
０
円

（３） 

12
か
月
連
続
し
て
掲
載
す
る
場
合

　
１
か
月
に
つ
き
　
７
，
０
０
０
円

○
広
告
の
規
格
（
１
枠
）

◆ 

画
像
の
大
き
さ
　
縦
60
ピ
ク
セ
ル

×
横
１
２
０
ピ
ク
セ
ル

離
乳
食
教
室
参
加
者
募
集

相
　
談

さ
し
ま
健
康
交
流
セ
ン
タ
ー

遊
楽
里
の
休
館
の
お
知
ら
せ

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

有
料
広
告
募
集

生
活
相
談

 

（
総
務
課
）

　
特
設
人
権
相
談
所
で
は
、
法
務
省

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
町
の
人
権
擁
護
委

員
と
法
務
局
職
員
が
、
住
民
の
皆
さ

ま
の
人
権
に
関
す
る
問
題
（
虐
待
・

暴
力
・
セ
ク
ハ
ラ
・
同
和
問
題
・
高

齢
者
・
障
害
者
等
）
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　
秘
密
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
12
月
１
日
(月)

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

（84）
３
５
９
５

特
設
人
権
相
談
所（
無
料
）の

開
設

消
費
生
活
相
談
窓
口

○
休
館
期
間

　
11
月
10
日
(月)
〜
11
月
15
日
(土)

※ 

11
月
10
日
(月)
は
定
期
休
館
日
に
な

り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
さ
し
ま
健
康
交
流
セ
ン
タ
ー

　
遊
楽
里

　

０
２
９
７
（20）
９
８
２
２
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（
町
民
税
務
課
）

　
個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、

一
定
の
所
得
を
超
え
た
場
合
に
、
個

人
事
業
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
第
２
期
分
の
納
付
書
を
11
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
12
月
１
日
(月)

の
納
期
限
ま
で
に
必
ず
納
付
願
い
ま

す
。

　
ま
た
、
納
税
に
便
利
な
口
座
振
替

制
度
も
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
（
課
税
の
詳
細
）

　
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所
境
支
所

　

（87）
１
１
２
０

○
お
問
い
合
わ
せ
（
口
座
振
替
）

　
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所

　
総
務
課
管
理
担
当

　

０
２
９
９
（24）
９
１
８
４

　
借
金
の
返
済
で
お
困
り
の
方
を
対

象
に
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

　
ま
た
、
各
会
場
で
「
心
の
健
康
相

談
」
も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
お
申
し

付
け
く
だ
さ
い
。

　
各
会
場
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で

　火の元に気をつけましょう　

　
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
完
了
検
査

は
法
律
で
定
め
ら
れ
た
建
築
主
の
義

務
で
す
。

　
検
査
後
に
交
付
さ
れ
る
「
検
査
済

証
」
は
、
建
築
物
の
安
全
性
等
が
確

認
さ
れ
た
適
合
建
築
物
の
証
で
あ
り
、

建
築
物
の
売
買
や
融
資
を
受
け
る
際
、

ま
た
は
、
増
改
築
時
に
提
示
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
完
了
検
査
の
詳
細
は
、
建
築
物
を

建
築
し
た
工
務
店
、
設
計
や
工
事
監

理
等
を
さ
れ
た
建
築
事
務
所
ま
た
は

茨
城
県
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
県
西
県
民
セ
ン
タ
ー

　
建
築
指
導
課
　
建
築
グ
ル
ー
プ

　

０
２
９
６
（24）
９
１
４
９

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納

付
に
つ
い
て

「
多
重
債
務
者
の
た
め
の
無

料
法
律
相
談
会
」
を
開
催
し

ま
す

建
築
確
認
を
受
け
た
建
築
物

の
工
事
完
了
後
に
は
、
完
了

検
査
が
必
要
で
す

○
時
間
　
各
会
場
と
も

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

○�

対
象
　
多
重
債
務
者
（
借
金
の
返

済
に
お
困
り
の
方
）

○
定
員
　
各
会
場
10
名

※
事
前
予
約
制

　
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

○
申
込
受
付
期
間

　
11
月
４
日
(火)
か
ら
各
会
場
開
催
日

の
前
日
ま
で
の
平
日

○
申
込
受
付
時
間

　
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
午
後
５
時
15
分

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
生
活
文
化
課

　

０
２
９
（
３
０
１
）
２
８
２
９

11月14日（金） 茨城県筑西合同庁舎

11月15日（土） 茨城県水戸合同庁舎

11月16日（日） 茨城県土浦合同庁舎第一分庁舎

11月28日（金） 日立シビックセンター

11月29日（土） レイクエコー（行方市）

11月30日（日） 茨城県水戸合同庁舎

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒（
推
薦
・
一
般
）募
集
の

お
知
ら
せ

　
一
般
の
高
等
学
校
と
同
じ
学
科
を

学
ぶ
の
で
、
３
年
間
の
教
育
が
終
了

し
た
と
き
は
、
卒
業
資
格
を
取
得
で

き
ま
す
。

○
受
付
期
間

　
11
月
１
日
(土)
〜

　
平
成
27
年
１
月
９
日
(金)

※
推
薦
は
、
12
月
５
日
(金)

※
締
切
日
必
着

○
応
募
資
格

　
中
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
17
歳
未

満
の
男
子
（
平
成
10
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
）

○
試
験
日

・
１
次
試
験
日

　
平
成
27
年
１
月
24
日
(土)

・
２
次
試
験
日

　 

平
成
27
年
２
月
５
日
(木)
か
ら
８
日

(日)
の
間
の
指
定
す
る
１
日

・
推
薦
試
験
日

　 

平
成
27
年
１
月
10
日
(土)
か
ら
12
日

(月)
ま
で
の
間
の
指
定
す
る
１
日

○
お
問
い
合
わ
せ

　 

防
衛
省
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本

部
筑
西
地
域
事
務
所

　

０
２
９
６
（22）
７
２
３
９

　
水
戸
地
方
法
務
局
及
び
茨
城
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
平
成
12
年

度
か
ら
悩
み
を
持
っ
た
女
性
が
気
軽

に
相
談
で
き
る
専
用
の
電
話
相
談
窓

口
を
設
け
ま
し
た
。
そ
れ
が
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
で
す
。

　
職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ
ク

ハ
ラ
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
女
性
に
対

す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
、

お
気
軽
に
　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

○�
期
間
　
11
月
17
日
(月)
か
ら
23
日
(日)

ま
で
の
７
日
間

○
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時
ま
で

※ 

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
、
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

　

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

○
相
談
員

　
人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

○
お
問
い
合
わ
せ

　
水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
　

　

０
２
９
（
２
２
７
）
９
９
１
９

　
茨
城
県
看
護
教
育
財
団
で
は
、
茨

城
県
西
地
域
の
医
療
機
関
に
再
就
業

を
希
望
す
る
看
護
師
等
を
対
象
に
、

次
の
研
修
を
実
施
し
職
場
復
帰
を
支

援
し
ま
す
。

①
実
務
研
修

・ 

医
療
機
関
お
い
て
、
就
業
に
必
要

な
技
術
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

・ 

期
間
は
５
日
コ
ー
ス
、
10
日
コ
ー

ス
が
あ
り
、
医
療
機
関
は
希
望
で

選
択
で
き
ま
す
。

②
雇
用
一
体
型
試
用
研
修

・ 

希
望
の
医
療
機
関
で
働
き
な
が
ら

研
修
が
で
き
ま
す
。

・ 

研
修
期
間
は
最
長
３
か
月
で
、
研

修
後
も
引
き
続
き
就
業
可
能
で
す
。

○
募
集
人
員
　
先
着
７
名
程
度

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
看
護
教
育
財
団

（
結
城
看
護
専
門
学
校
内
）

　

０
２
９
６
（33）
１
９
２
２

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

看
護
職
員
の
再
就
業
研
修
生

を
追
加
募
集
し
ま
す
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と
そ
の
保
護
者
、
教
育
・
関
係
機

関
担
当
者
等

○�

目
的
　
特
別
支
援
教
育
に
対
す
る

理
解
促
進
並
び
に
、
早
い
段
階
で

の
情
報
提
供

○
お
問
い
合
わ
せ

　
県
立
下
妻
特
別
支
援
学
校

　

０
２
９
６
（44）
１
８
０
０

　「
働
き
た
い
け
ど
自
信
が
な
い
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が

苦
手
」
と
い
っ
た
若
者
や
、「
お
子
さ

ん
の
就
職
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
け
れ

ど
、
誰
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
保
護
者
の
方
を

対
象
に
、
若
者
の
就
労
支
援
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時
　
11
月
11
日
(火)

　
　
　
　
12
月
９
日
(火)

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

○
場
所
　
多
目
的
集
会
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
相
談
室

○
対
象
　
15
〜
39
歳
ま
で
の
方
、

　
　
　
　
ま
た
は
そ
の
保
護
者

○
相
談
料
　
無
料

※ 

予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
日
前
日

ま
で
に
、
下
記
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
厚
生
労
働
省
認
定
事
業

　
い
ば
ら
き
県
西
若
者

　
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

０
２
９
６
（54）
６
０
１
２

必
要
な
基
礎
知
識
を
指
導
し
ま
す
。

・ 

創
業
に
必
要
な
手
続
き
（
各
種
書

類
届
出
）

・ 

事
業
計
画
書
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

の
作
成
の
あ
ら
ま
し
　
な
ど

○
講
師

　
中
小
企
業
診
断
士
　
橋
本
　
泉
氏

○
定
員
　
20
名

○
受
講
料
　
５
，
０
０
０
円

○
会
場
　
境
町
商
工
会

○
お
申
し
込
み
方
法

　
商
工
会
（
多
目
的
セ
ン
タ
ー
内
）

に
あ
り
ま
す
申
込
書
に
受
講
料
を
添

え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
五
霞
町
商
工
会
　

（84）
０
７
７
７

 

（
健
康
福
祉
課
）

【
第
２
回
ふ
れ
あ
い
教
室
】

○
日
時
　
11
月
12
日
(水)

　
午
前
10
時
５
分
〜
午
前
11
時
40
分

（
午
前
９
時
45
分
受
付
開
始
）

【
第
２
回
学
校
公
開
】

○
日
時

　
11
月
17
日
(月)
〜
21
日
(金)

　
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
２
時
30
分

（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

○
場
所

　
県
立
下
妻
特
別
支
援
学
校

　
下
妻
市
半
谷
４
９
２
―
４

○�

対
象
者
　
地
域
の
方
々
、
運
動
機

能
に
障
害
の
あ
る
就
学
前
の
児
童

県
立
下
妻
特
別
支
援
学
校
　

ふ
れ
あ
い
教
室
及
び
学
校
公

開
の
開
催
に
つ
い
て

　
満
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
運
転
免

許
証
の
更
新
を
す
る
際
に
は
、
高
齢

者
講
習
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
満
70
歳
以
上
で
運
転
免
許
証
を
更

新
す
る
方
は
、
高
齢
者
講
習
を
早
期

に
予
約
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
は
講
習
の
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
に

掲
載
し
て
あ
る
自
動
車
教
習
所
へ
お

願
い
し
ま
す
。

※ 

満
70
歳
以
上
…
更
新
時
の
誕
生
日

に
70
歳
以
上
に
な
る
方

※ 

受
講
期
間
…
有
効
期
間
が
満
了
す

る
日
の
６
か
月
以
内

※ 

講
習
案
内
…
高
齢
者
講
習
の
日
時

や
場
所
な
ど
の
必
要
事
項
は
、
茨

城
県
公
安
委
員
会
が
受
講
対
象
者

に
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
茨
城
県
警
察
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
高
齢
者
講
習
係

　

０
２
９
（
２
９
３
）
８
８
１
１

○
日
時

　
11
月
７
日
(金)
、
11
日
(火)
、
14
日
(金)
、

18
日
(火)
、
25
日
(火)

　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
６
時
か
ら

９
時
ま
で

○�

内
容
　
独
立
、
開
業
を
考
え
て
い

る
方
に
創
業
に
向
け
て
の
心
構
え
、

高
齢
者
講
習
の
早
期
予
約
を

お
願
い
し
ま
す

「
創
業
塾
」
受
講
者
募
集
に

つ
い
て

対象税等 町　税　等 介護保険料
上下水道料金

下水道
受益者負担金

担当課
（場所）

町民税務課
（役場）

健康福祉課
（役場）

上下水道課
（川妻浄水場）

担　当
グループ 税務Ｇ 高齢者支援Ｇ 水道Ｇ

下水道Ｇ

電　話 （84）1966 （84）0006 （84）3000

11
月
の
夜
間
収
納
窓
口

　
平
日
の
日
中
、
お
仕
事
等
で
町
税

等
の
納
付
が
で
き
な
い
方
や
納
税
相

談
へ
お
越
し
に
な
れ
な
い
方
の
た
め

に
、
次
の
と
お
り
町
税
等
の
収
納
窓

口
の
受
付
時
間
を
延
長
し
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
開
設
日
　
11
月
28
日
(金)

　
午
後
５
時
15
分
〜
午
後
７
時

○
休
日
納
付
相
談
及
び

　
休
日
納
付
窓
口

　
開
設
日
　
12
月
７
日
(日)

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

若
者
の
就
労
支
援
相
談
会
を

実
施
し
ま
す

　
普
段
、
歯
医
者
さ
ん
に
聞
け
な
い

こ
と
、
入
れ
歯
の
こ
と
、
子
ど
も
の

歯
の
悩
み
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
、
矯
正
、

口
臭
の
悩
み
、
顎
関
節
症
、
歯
周
病
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
仕
方
、
料
金
の
こ

と
な
ど
、
歯
に
関
す
る
悩
み
や
質
問

を
電
話
相
談
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
11
月
９
日
(日)

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

○
受
付
電
話
番
号

　

０
２
９
（
８
２
３
）
７
９
３
０

○
回
答
者
　
歯
科
医
師

○
相
談
料
　
無
料

○
主
催

　
茨
城
県
保
険
医
協
会

　

０
２
９
（
８
２
３
）
７
９
３
０

　
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
で

困
っ
て
い
る
こ
と
、
費
用
や
保
険
料

負
担
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
負
担
軽

減
策
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
日
時
　
11
月
22
日
(土)

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

○
受
付
電
話
番
号

　

０
２
９
（
８
６
４
）
２
５
４
８

○
相
談
料
　
無
料

○
主
催

　
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　

０
２
９
（
２
２
８
）
０
６
０
０

歯
の
何
で
も
電
話
相
談

国
保
・
医
療
・
介
護
な
ん
で
も

電
話
相
談
室
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人口と世帯
総人口

　男
　女
世帯数

ご意見・ご要望をお待ちしています。
あて先
●町長（直通）　
84―1550
●総務課広報担当
84―1111（内線214）

人

人
人
世帯

（　 人）

（　 人）
（　 人）
（　 世帯）

月1日現在　住民基本台帳から
（　）内は外国人登録で内数11月の納税 納期限：12月1日（月）です

固 定 資 産 税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料
保 育 料

３ 期
５ 期
５ 期
５ 期

11月分

町民税務課 税務G　　 84―1966 
町民税務課 税務G　　 84―1966 
町民税務課 税務G　　 84―1966 
健康福祉課 高齢者福祉G 84―0006 
健康福祉課 社 会 福 祉 G 84―0006 

10

9,178

4,604
4,574

3,212

126

47
79

70

	 前月比 －8人	 （＋2人）

　
高
齢
化
が
進
み
、
介
護
を
受
け
る

人
も
介
護
を
す
る
人
も
増
え
て
い
ま

す
。

　
平
成
26
年
９
月
１
日
現
在
、
五
霞

町
の
人
口
は
９
，１
８
６
人
で
、そ
の

う
ち
65
歳
以
上
の
方
は
２
，３
５
９
人
、

高
齢
化
率
は
25
．
６
％
で
す
。
五
霞

町
で
も
、
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
均
寿
命
が
80
歳
を
超
え
た
今
、

高
齢
の
子
が
そ
の
親
を
介
護
す
る
こ

と
や
、
高
齢
の
妻
が
夫
を
介
護
す
る

「
老
老
介
護
」
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
介
護
に
対

す
る
負
担
が
大
き
く
な
り
、
疲
れ
や

ス
ト
レ
ス
、
ま
た
経
済
的
な
理
由
な

ど
か
ら
、
虐
待
し
て
し
ま
っ
た
り
す

る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
虐
待
に
は
５
つ
あ
り
ま
す
。

①�

身
体
的
虐
待
（
暴
力
行
為
な
ど
）

②�

心
理
的
虐
待
（
脅
す
・
罵
る
・
無

視
す
る
な
ど
）

③�

介
護
や
世
話
の
放
任
・
放
棄
（
食

事
な
ど
を
与
え
な
い
な
ど
）

④�

経
済
的
虐
待
（
本
人
に
必
要
な
お

金
を
渡
さ
な
い
な
ど
）

⑤�

性
的
虐
待
（
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

避
難
訓
練

　
９
月
３
日

に
、
避
難
訓

練
を
行
い
ま

し
た
。
今
回

は
地
震
を
想

定
し
た
訓
練

で
し
た
。
授

業
中
の
教
室

か
ら
校
庭
へ

避
難
し
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
合
い
言
葉
の「
お
」お

さ
な
い
・「
か
」
か
け
な
い
・「
し
」
し
ゃ

べ
ら
な
い
・「
も
」
も
ど
ら
な
い
を
守
り
、

迅
速
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
年
生
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と
か

ぶ
り
、
真
剣
に
取
り
組
む
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　
続
い
て
消

防
署
の
方
の

指
導
の
も
と

救
助
袋
体
験

・
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

３
階
の
４
年

生
教
室
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
脱
出
す
る
貴

重
な
訓
練
で
し
た
。

高
齢
者
虐
待
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

健
康
福
祉
ま
つ
り

　
９
月
15
日

の
敬
老
の
日

に
は
、
五
霞

町
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、

健
康
福
祉
ま

つ
り
が
開
催

さ
れ
、
本
校

よ
り
６
年
生

児
童
６
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

　
西
小
の
ブ
ー
ス
で
は
、「
こ
こ
ろ
に
花

を
さ
か
せ
ま

し
ょ
う
」
の

テ
ー
マ
で
、

お
客
さ
ま
に

こ
こ
ろ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を

書
い
て
も
ら

い
、
人
権
ツ

リ
ー
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　
１
０
０
名
を
超
え
る
た
く
さ
ん
の
方

々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
こ
こ
ろ
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

強
要
す
る
な
ど
）

　
介
護
す
る
側
は
、
十
分
に
介
護
を

し
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
介
護
方
法

や
対
応
が
適
切
で
は
な
く
、
虐
待
に

つ
な
が
っ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　
介
護
を
一
人
だ
け
で
、
ま
た
、
家

族
だ
け
で
頑
張
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、

難
し
い
こ
と
で
す
。

　
ご
近
所
で
、
介
護
に
困
っ
て
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
？
ち
ょ
っ
と
気
に

な
る
高
齢
者
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
子
ど
も
へ
の
虐
待
と
一
緒
で
、
高

齢
者
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
に
は
、

近
隣
の
み
な
さ
ん
の
気
づ
き
が
大
切

で
す
。
も
し
、
あ
な
た
の
周
り
で
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
虐
待
は
、
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
る

問
題
と
し
て
、
地
域
全
体
で
見
守
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
保
健
師
）

○
相
談
窓
口

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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健
康
福
祉
課
高
齢
者
支
援
Ｇ

　
　


（84）
０
０
０
６
（
直
通
）
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日 月 火 水 木 金 土

お知らせカレンダー

小児医療
輪 番 制

西南：茨城西南医療センター病院（境町）87―8111 友愛：友愛記念病院（古河市）97―3000
日赤：古河赤十字病院（古河市）23―7111 ※輪番日及び時間…月・火・水・木・金・土曜日：午後６時～午後11時

　　　　　　　　　日曜日・祝日：午前９時～午後４時
※輪番の実施時間外の外来につきましては、つくば市筑波メディカルセン
　ター病院でも小児救急医療を対応しています。

毎日の夜間／18時30分～24時30分
休日の昼間／  9時00分～17時00分
※日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3） 休日や夜間に救急対応している小児科の医療機関を

お探しのときは、お問い合わせください。
　すぐ受診させた方がよいのか、様子をみても
大丈夫なのか不安な時は、ご相談ください。
電話番号：プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは局番なしの「＃８０００」
その他の電話からは　０２９‐２５４‐９９００

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行っています。受診される際は、医療
機関に必ず事前に電話でご相談ください。
　現在、当事業につきましては、休日や夜間における小児救急患者に対応する為、茨城西南医療セ
ンター病院及び友愛記念病院、古河赤十字病院のご協力を得て実施しております。

みなさんの“いいね”やリツイートをお願いします。

東日本大震災義援金について
　平成27年３月31日（日）まで受付期間を延長いたします。引き続き、皆様のご協力をお願いします。お預かりした義援金は、日
本赤十字社茨城支部に送金し、被災者への生活支援や見舞金に使われます。　○義援金送金額　　1,222,332円（10月8日現在）

すくすく相談
	 （保健センター）
わくわく元気づくり
	 （保健センター）
ちびっこ広場
	 （西児童館）

離乳食教室
	 （保健センター）

町公式 Facebook・町公式 Twitter

 　 

　
10 月１日からはメールマガジンもスタートしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　防災情報や各種イベント記事などをピックアップして配信します。
　　　　　　　　　　　　　　　　ぜひご活用ください。

　　　　　　　　　　登録は、こちらから 
　　　　　　　　　　空メールの送信後、メールが返信されますので、送信画面の案内にそって
　　　　　　　　　　登録手続きをしてください。

ホームページリニューアル！ぜひ、ご活用ください。
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29不燃ごみ

びん類・ペットボトル

不燃性粗大ごみ

びん類・ペットボトル

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

缶類

紙類

缶類

可燃性粗大ごみ

西南 西南

西南

西南

西南

日赤

友愛

西南

西南 西南

西南

西南

西南

西南

友愛

西南

西南

西南

西南

西南

西南

友愛

西南

西南

西南

西南

西南

日赤

日赤

日赤

手作りクッキング
	 （西児童館）
ママといっしょ
	 （南児童館）

わくわく元気づくり
	 （保健センター）
町税等夜間収納
	 （各窓口）

２歳児歯科健診
	 （保健センター）
みんなでクッキング
	 （南児童館）
親子ヨガ教室
	（ふれあいセンター）

成人健康相談
	 （保健センター）
親子ヨガ教室
	（ふれあいセンター）

よちよち相談
	 （保健センター）
消費生活相談窓口
	 （ひばりの里）
ふりふりバター
	 （南児童館）
モジモジ大集合
　　（西児童館）

ドッジボール大会
	 （西児童館）　
親子ヨガ教室
	（ふれあいセンター）

道の駅（定休日）

避難訓練	（西児童館）第7回五霞近隣ミニバスケット
ボール（男子）スポーツ少年団大
会（１日目）
（Ｂ＆Ｇ海洋センター他）

五霞町防災の日

振替休日

骨粗しょう症予防教
室	 （保健センター）

わくわく元気づくり
	 （保健センター）
ちびっこ広場
	 （西児童館）

第7回五霞近隣ミニバ
スケットボール（男子）
スポーツ少年団大会
（１日目）
（Ｂ＆Ｇ海洋センター
他）

りんごの皮むきに挑
戦	 （西児童館）

道の駅（定休日）

五霞ふれあい祭り
	 （五霞中学校）

長縄跳び大会
	 （南児童館）

ママといっしょ
	 （南児童館）

わくわく元気づくり
	 （保健センター）

文化の日

文化祭	（中央公民館）

１歳６か月児健診
	 （保健センター）
ドッジボール大会
	 （南児童館）

ふれあいハート教室
	 （保健センター）

文化祭	（中央公民館）

文化祭	（中央公民館）

勤労感謝の日
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